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〈 概要 〉 常磐大学で は e ラ
ー

ニ ン グ シ ス テ ム を利用 した授業が ほ とん ど行 われ て い なか っ たが ，

学内研究助成制度に 採択 され た こ とをき っ か け に e ラ
ー

ニ ン グ研 究会を立 ち上げ，Mood ⊥e を利用

し た c ラ
ーニ ン グサイ トを構築 し，現在で は い くつ か の 授業で 実践 して い る。本 学に お ける

Moodleを利用 し た e ラ
ーニ ン グサイ トに つ い て ，構築状況 と独 自の 仕様に つ い て報 告す る。

＜ キーワー ド＞　Moodle，大福帳，　 e
−1倶 楽部 ，

　 Mahara

1 、は じめに

　Moodleは オ
ー

プ ン ソ
ー

ス の 学習管理 シ ス テ

ム （LMS）で あ り，世界 的に利用 され て い る。

国内にお い て は，三 重大学 の 奥村晴彦氏 が 中心

とな っ て 推進 して きた 「三 重 大 学M ・。dle」が 教

育現揚に お け るMo。dle活用 の 先駆 と して よ く

知 られ て い る。

　現 在様 々 な教育機関で e ラ ーニ ン グ シ ス テ

ム と し て 活用 されて い る Moodleで あるが，筆者

が所属する 常磐大学 に お い て も，教育現場で 実

質的 に機能 す る e ラ
ー

ニ ン グシ ス テ ム と して

推進 を図るべ く，情報教育を担当する教員 の
一一

部を 中心 と し た学内 e ラ
ー

ニ ン グ研 究会 を立

ち上 げ，導入や利活 用 に関す る研究を行 っ て き

た 。 今回，常磐大学で Moodle を使 っ た授業を行

うに あた り取 り組 ん で きた こ とに つ い て
， 本 学

e ラ
ー

ニ ン グサイ トの 構築状況お よび 「大福帳」

と呼 ば れ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ
ー

ル の

M   odle 仕様 につ い て 報告す る 。

2 ．学外の レ ン タル サ
ーバ Lで の 構 築

　Mo。dleを導入 す るサ
ーバ を 用意す る に あた

っ て は，学内 の ネ ッ トワ
ー

ク上 に設置す る の が

自然で あ る が，本学で はセ キ ュ リテ ィ ポ リシ
ー

か ら学外 か らの 学 内の ネ ッ トワ
ー

クに設 置 さ

れ て い る コ ン ピ ュ
ー

タ へ の ア ク セ ス を許 口∫し

て い ない た め
， 学生 が 自宅 か ら で も学習で き る

とい う遠隔教育の メ リ ッ トを損なわない よ う，

MQodleを導入す るサーバ を学外に用 意す る必

要が あっ た。そ こ で ，学外 に レ ン タル サ
ーバ を

契約 し，そ の サーバ 上 にMoodleを利用 した e ラ

ー
ニ ン グサイ トを構築す る こ とに した。

　 レ ン タ ル サーバ に は 「WebARENA （ウ ェ ブア リ

ー
ナ）」 の 「WebARENA 　SuitePRO　V2」 を採用 し

たが，こ れ は，

　 ・　 デ ィ ス ク容量が 40GBあ り，動画 コ ン テ ン

　　　ツ をコ
ー

ス ウェ ア に組み込みやすい

　 ・　 OSが Linux デ ィ ス トリ ビ ュ
ー

シ ョ ン の 中

　　　で もRHE （RedHat　 Enterprisc）互換の

　　　CentOSで ある

　 ・　 root （管理者）権限を持 っ こ とが で き，

　　　自由度 の 高い 環境 の 構 築が 可能

など の 理 由に よる 。

　導入 したMoodle の バ ージ ョ ン は 1，9ブ ラ ンチ

で あ る 。

一方 ，
Mood1。 には 2．　x の ブ ラ ン チ もあ

り， 今年度 の 授業が始まる前に バ ージ ョ ン を 上

げる 予定だ っ たが，e ポー トフ ォ リオ の Mahara

を新 たに導入 す る に あた り，その 際の Mahara

の バ ージ ョ ン とMoodle2．　x の 連携に 問題が あ っ

た ため，Moodleの バ ージ ョ ン は据え置く こ とに

した 。

　CentOSの バ ー
ジ ョ ン は 5で あるが ，

こ の リリ

ー ス に含まれ るMySQL や PHPなど の ラ イ ブ ラ リ

の バ ージ ョ ン で は Maharaを稼働 させ る こ とが

で きない た め
， 導入済み の ライブ ラ リを

一
旦削

除 した上で，新 しい バ ージ ョ ン を別途導入 し直

した。結果，今年度の 本学 e ラ
ー

ニ ン グサイ ト

の 環境は ，

　
・
　　MySQL　：5，5．11

　 ・　　 PHP ： 5．3，6
　 。　　Moodle 　： 1．9．8＋

　 。　　 Mahara ： i．3，5

とな っ て い る。

3 ．Moodloの コ ー
ス とe

−L倶楽部

　Moodleでは様 々 な 「リ ソース 」や 「活動」 の

モ ジ ュ
ー

ル を登録 し て コ ース を作成で き る 。

2011 年7月 15日現在で は，18の コ
ー

ス が本学 e

＊1NtACHI ，HideLomo　 常磐大学 e
−
mai1 ＝machi ＠tokiwa ．　ac ．　jp

＊2SHIO ，
　Masayuki　 常磐大学 c

一
皿 ail

＝
：hio＠tokiwa ．　ac ．　jp
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ラ
ー

ニ ン グサイ トに登録 され て い る tt

一方，
MQodle に よ る e ラ

ー
ニ ン グサ イ トを運 用 す る

以前か ら ， 堀 口 らに よる 「e −L倶 楽部」 を使 っ

た授 業が 行わ れ て お り
，

e
−L倶 楽部 の コ

ー
ス を

をM。odle 上に登録する必要 があ っ た。そ こ で ，

e
−L倶楽部 の エ グゼ キ ュ

ー
タ と呼ばれ る コ ー

ス

の 実行 プ ロ グ ラム をM。 odle の データベ ー
ス モ

ジ ュ
ー

ル に 登録す る こ と で ，Moodleか ら e
−L倶

楽部の コ
ー

ス を実行 し た り学習履歴 を表示 し

た りす る こ とを可能に した。

4 ．Moodle版大福帳

　大福帳 は織 田 （199⊥）の 考案 し た コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン カ

ー
ドで あ る 。

1枚 の 用紙に毎同学生

と教員が コ メ ン トを書い て い くた め，読み返す

こ とに よ り自らの 学習を振 り返 る こ とが で き

る 。 常磐大学 e ラ
ー

ニ ン グサ イ トでは，Mo・ dle
の フ ォ

ー
ラ ム モ ジ ュ

ー
ル を，教員 と学生

一
人 の

み が ア ク セ ス で き るよ うに設 定す る こ とよ り，

大福帳 の 機能を実現 して い る （塩2010 ）。具体

的には，下記 の 設 定を行 っ て い る。

　 ・　 学生
一

人 の み所属する グル
ープ を作成

　 ・　 グル
ープ の み使 用可能 な フ ォ

ー
ラ ム

　 ・　 トピ ッ ク の 数を
一

つ に 制限

　紙 媒休 の 大福帳 と比較 し て ，  文字数制限が

ない
，   時間制限がな い ，  秘匿性 が高 い ， 

メ
ー

ル で 確認で きる，の 4つ の 利点が あげ られ

る。

5 ．Moodle版大福帳 の 授業で の 実践

　 Pc教 室 で 行 う 3っ の 授 業 科 目に お い て ，
Moodleお よ び Mood1 〔｝版大福帳を使用 した。

　 講義 の 最終回 に，大福帳 の 効果に つ い て ，ド

記 の 5 段階評価で ア ン ケ
ー

トを行 っ た。

　 5 ： 使 っ た方が効果が あ る

　 4 ： 使 っ たほ うが やや効果がある

　 3 ； 同 じ

　 2 ：使わ な い 方が やや効果が あ る

　 1 ： 使わ ない 方が 効果 が あ る

　質問 とそ の 同答を表 1に 示 す。 2 以
一
ドの 回答

はほ とん ど見 られ な か っ た た め，紙面の 都合上，

省略 す る。

　教 員と の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に対す る評価

が 高 く，他 の 項 目で も使用 した方が 良い とい う

評価が 多か っ た 。 他 に も， 「気軽 に質問が で き

る」， 「次 の 授業を待た なく て も質問 の 同答 が

得 られ る」と い っ た 疑問 の 解消 に役 立 つ と い う

評 価が 多く 見 られ た
。

　ま た，自由記述にお い て紙媒体 の 大福帳 との

比較を尋 ね た と こ ろ， 「記述 が楽」， 「文 字数

の 制 限がな い 」，「好 きな時 に 見 られ る 」，「メ

ー
ル で も確認 で きる 」と い っ た記述が多 くみ ら

れ た 。
Moodle 版大福 帳 の 利点 が そ の まま評価に

現 れ て い る とい え る 。

　実際 の コ メ ン トにお い て も ， 時間をか け て 長

文で の質問を書い て くる学生もお り，こ ちらも

長文 で返す場合もあっ た 。 学生 の コ メン ト量が

増 える の は 良い こ とであるが，それ に伴 っ て教

員側 の 返信 の 負荷が増大 して しま うこ とは 問

題で もある。 1クラ ス 2  名程度 の 学生 へ の 返信

だ け で も 30分か ら1時間程度 の 時 間が必 要で あ

っ た。

　返 信 の 頻度 に 関する希望 も調査 した と こ ろ ，

「毎回欲 し い 」 が 52％，　 「2回 に 1同欲 しい 」 が

3190， 「3回に 1回は欲 し い 」 が 10％と，多 くの学

生 は教員か らの 返信を期待 し て い る こ とがわ

か っ た、，学生 の 期待に 答え つ つ ，教員負担 を減

らせ るよ うな工 夫が必要で ある と考える。

6 ．今後 の 展望

　常磐大学 e ラーニ ン グ研 究会 で は ，今回報告

した こ と以外に ，Mood］e と e ポー トフ ォ リオ

Maharaと の 連携 ， 携帯電話 ・ス マ
ー

トフ ォ ン ・

タ ブ レ ッ トコ ン ピ ュ
ータ で の 利用 とい っ た試

み も行 っ て い る。こ うした学習環境 の 整備 とと

もに r 利用する教職員を増やす べ く学内の 研 修

会 を開催する 予定 で あ る。これ ら活動 を通 して ，

将来的な大学で の 正式 運用を 目指 し た い tt

表 L 大福帳 の 効果 につ い て

質問 543

授業参加 の 実感 42％ 34％ 22％

出席す る意欲 28％ 30％ 40％

先生 とコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 68％ 22％ 6％

授業 の 内容 につ い て 考え る 30％ 45％ 20％

授業内容の 記憶の 定着 23％ 50％ 20％

自分 の 考え の 文書化 34％ 40％ 22％

自己主張 の 練習 32％ 38％ 25％
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